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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時00分 開議 

○議長（林 健児君） 

 ただいまの出席議員数は11人です。定足数に達していますので、ただいまから本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 日程第１、一般質問を行います。 

 各質問者の発言時間は30分以内とします。 

 なお、質問形式は一問一答方式となっていますので、質疑応答は簡潔に行っていただ

きますようお願いいたします。 

 質問者は、７番松本英隆議員、２番鈴木康友議員、４番後藤田麻美子議員、９番 原

経夫議員、３番手嶋いずみ議員の順に行っていただきます。 

 

  ７番松本英隆議員の一般質問を許します。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本英隆議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  ７番松本英隆です。議長のお許しをいただきましたので通告書に従い質問させていだ

きます。 

  現在、コロナ禍もある中、スポーツ庁では運動部活動の地域移行に向けた取り組みが

行われること、従来と違った部活動のあり方が問われています。現在の中学校では部活

動はどのように行われているのでしょうか。従来ですと全員加入ですね。あと始業前、

終業後。土日などについてお答え願います。 

  次に、現状の部活動に何か問題点はあるのでしょうか。また把握されていることとか

はありますか。その問題点とかに対して改善に向けた取り組みというのは何か行われて

いるものがあればお答え願います。これらを含めた今後、部活動の指導員や外部の指導

者を確保または委託する考えはあるのでしょうか。 

  最後に、今の生徒たち、中学校の生徒たちが部活に対してどのような考えでいるのか、

おわかりでしたらお答え願います。１回目の質問を終わります。 

〇教育長（平野香代子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 
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  教育長。 

〇教育長（平野香代子君） 

  現在の中学校では部活動はどのように行われているのかという御質問でございます。

部活動の加入は現在は希望制としておるところであります。活動につきましては、始業

前の朝練習は行ってはいません。平日授業後の３日と土日どちらか１日を活動日として

います。 

  次に、現状の部活動に問題点はあるのかとの御質問でございますが、現在の部活動は

令和元年度に策定いたしました大治町部活動指導ガイドラインを踏まえたものとなって

おります。ただし、その策定した後、新型コロナウイルス感染症の拡大により活動制限

をするなど部活動そのものが思うように実施することができなくなりました。こういっ

た状況から、活動日数や時間が少なく満足いく活動ができていないという声があること

を聞いているところであります。今後、新型コロナウイルスの影響は減少していくこと

が想定されますが、部活動指導ガイドラインを踏まえた部活動の問題点につきましては、

今後新たに出てくるものではないかと考えているところであります。 

  また、その改善に向けた取り組みは何かとの御質問でございますが、まずは部活動指

導ガイドラインを踏まえて指導、部活動を実施していく中で課題を把握していきたいと

考えています。 

  また現在は、子供たちがスポーツをする機会をふやすための活動を、スポーツ課で例

えば走り方教室であったりバスケットボール教室などを開催しているところであります。 

  次に今後、部活動指導員や外部指導者を確保または委託する考えはあるのかとの御質

問でございますが、現状では幾つかの部活では地域の方が休日等に指導していただいて

いるところでありますが、今後も必要に応じて指導者の確保に努めてまいりたいと考え

ています。 

  また、委託につきましては、今すぐ委託することは考えておりませんが、今後の課題

としてとらえておるところであります。 

  最後に、生徒たちはどう考えているのかとの御質問でございますが、もっと部活動を

したいという声があることも聞いておりますので、保護者や生徒の考えも聞きながら、

部活動のあり方について検討していきたいと考えております。以上でございます。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  答弁で幾つか再質問したいんですが、希望制ということで以前は全部入るということ

だったんですが、希望制になってから、現在生徒さん約1,000人いると思うんですが、ど
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れぐらいの方が生徒が加入、部活動のほうに入られているのかわかりますか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  希望制ということでどのぐらいの生徒が加入しているのかとの御質問です。現在、お

およそ９割の生徒が部活のほう加入しております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  ９割とほとんどの方が入っているということですね。部活動の時間ですね、平日、休

日あると思うんですが、月曜から金曜とか。時間とか活動時間、今コロナもあるかもし

れないんですが、どのように行われていますか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  活動時間についてでございますが、平日夏場についてはおおよそ１時間半程度、冬場

については30分程度の活動となっております。土曜日曜についてですが、どちらか１日

の活動といたしまして、おおよそ３時間程度の活動といたしております。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  はい、わかりました。夏場と冬場ですね。これ夏と冬の時間が違いますね、1.5と30

分。これってどういう違いでこの時間になっているんですか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 
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〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  夏と冬の活動時間の違いですが、これは日没時間の差でございます。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  先ほど中でスポーツ課で行っているというふうで説明を受けたんですが、バスケット

とかそういうところですかね。これ部活動と何か延長とか何か関係があるものなのです

か、スポーツ課で行っているということは。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育部長。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  現在、スポーツ課で行っております各教室ですが、部活動とは関係なく開催しており

ますが、結果としてバスケットボール教室や野球教室などでは部活の生徒が集まってき

ているような教室もあるというふうに聞いております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今、生徒のほうが集まっていると。実際参加している生徒に聞かないとあれなんです

が、実際の部活動の時間が足りていないということで自主的に来ているんですかね。例

えば先生が「あそこやっているからどう」と言っているのか、生徒が自主的に来ている

ものなんですかね。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育部長。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  基本的には自主的だと思いますが、スポーツ課から学校の方にもちょっとお声がけし

たりとかということはあるように聞いております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 
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  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今、数がちょっとどれぐらいあるかというのはわからないんですが、今バスケットと

か聞いたんですが、今後、部活動は関係ないということなんですが、スポーツ課という

か学校に対して、こういう教室、いろんなものあると思うんですが、実際ニーズがある

んであればふやしていくような考えというのはありますか。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育部長。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  今、議員おっしゃられていましたとおり部活動の種目には限らずですが、住民ニーズ

を捉えながら、特に小中学生を対象にした教室・講座はふやしていきたいと考えており

ます。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  はい、わかりました。ニーズということで、じゃあ逆に中学校の方から例えば先生通

じてもいいんですが、例えば本当に例えばなんですが、陸上のやつをとか野球、卓球と

かいろいろ、中には文化部のほうもあると思うんですが、そういう意見を吸い上げてそ

れもニーズと捉えて検討するとかそういうこともあり得るということですかね。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育部長。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  現状ではそういった状況ではございませんが、今後において学校の方から要望があれ

ば検討はしていかないといけないと思っております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 
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  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今のとは別になると思うんですが、幾つかの部活で地域の方が指導していただいてい

るという、さっき回答があったんですが、実際どういう方が指導のほうをしていただい

ているんですか。学校の先生とは別ということですよね。どういう方でしょうか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  地域の方のどういう方が指導されているかということですが、主に保護者の方が指導

に当たっていただいております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  その指導していただいている方というのは、どのようなきっかけで学校に、その部活

動に参加されるようになったんですかね。学校の方からやってくれないかと言ったのか、

保護者の方から自分は詳しいというか知っているからやらせてくれとかいろいろあると

思うんですが、何かどういうきっかけでやられていただいているんですか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  指導してもらうようになったきっかけでございますが、議員おっしゃられますように

保護者の方の申し出があった場合ですとか、学校の方からの依頼をきっかけとしてとい

うことで指導に当たっていただいております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  どの方かというのがあれなんですが、そういう保護者の方から来られた場合、誰でも



 22 

ということはないと思うんですが、いろんな何かそういう決め事とかそういうのは別に

決まっているわけじゃないです。いろんな話し合い、その顧問の先生と話したりだとか

例えば教育課の方が間に入られたりとか何かそんなようなことはあるんですか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  現状のところ明確にどういう決まりでということはございませんが、今後ちょっとそ

ういったところについても検討してまいりたいと思います。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今、この指導していただいている方、何人、何の部というのはちょっとわからないで

すが、今後こういう方たち、先生のいろんな働き方とかあると思うんですが、そういう

方もふやしていくという考えとかありますか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  繰り返しになってしまいますが、学校と相談をいたしまして必要に応じて指導者の確

保に努めてまいりたいと考えております。以上です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今、スポーツ庁とか文化庁が地域移行に対して方針を示しているんですが、大治町と

してはこの方針に対してはどのように考えておられますか。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 



 23 

  教育部長。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議員おっしゃる地域移行でございますが、指導者とか場所の確保、あと指導者への報

酬や活動にかかる費用、そのほかにも学校との連携などさまざまな解決しなければなら

ない課題が多々あるというふうに考えております。したがいまして、本当に地域移行が

可能かどうかをまずは検証させていただくために部活動地域移行支援コーディネーター

を来年度配置させていただいて、その後、国や県の動向を注視しながら関係各課、学校、

各種団体と連携を図りながら今後において検討してまいりたいと考えております。以上

です。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今までの答弁の中で例えば自分が思ったことなんですが、平日は学校で先生の方に指

導してもらう。夏場1.5時間とかでしたかね。地域移行になると例えば土日に対しては地

域の方または外部の方にやっていただくということが発生するんではないかなとは思う

んです。単純に考えてなんですが。こうした場合、連携をしっかりとらないと一番混乱

するのは生徒だと思うんですよね。そういった問題とかも含めて、今言われましたコー

ディネーターさんですか、来年度からと。その方が中心となっていろんな問題も含めて

検討していくという考えでいいですか。 

〇教育長（平野香代子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育長。 

〇教育長（平野香代子君） 

  私たちが一番懸念しているところは議員今おっしゃるとおりです。やはり、土日に先

生がいないところで起こった問題を学校がまた引き受けるということになりますので、

そこにいつもコーディネーターがいるわけではないんですが、そういった調整も指導者

と学校と連携をしていく、その間を取り持つのもやはり第三者的な方がいないとなかな

か学校だけでも難しい問題が出てくると思いますので、そういったことも含めてコーデ

ィネーターさんを中心に学校とあとスポーツ課もそうなんですが、あるいは学校教育課

も連携しながら進めてまいりたいと思っています。 

〇７番（松本英隆君） 

  議長。 
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〇議長（林 健児君） 

  ７番松本議員。 

〇７番（松本英隆君） 

  今いろいろ問題になっていますね、先生たちのいろんな働き方改革とかそういうのも

もちろん理解はできます。しかし、最初の答弁で今現状1,000人いる生徒の９割が今部活

動で自主的に参加されている。また、始業後、終業後、１週間のうち３日間でしたっけ

１時間程度と土日のどちらかが３時間。また、加えてコロナもあったりして思うような

部活動ができない。先ほどの答弁でもっとやりたいという生徒の声もあるということで

すね。その中で地域移行という話が自分も出した部分もあるんですが、今回の回答を聞

いた中で保護者も含めた方の地域で部活動に参加・協力してくれている方が今現状でみ

えると。なおかつ、本来の目的とは先ほどの部長の答弁に違うかもしれないですが、ス

ポーツ課さんのほうで部活動にかわるような延長になるような今活動というか教室が行

われているという回答をいただきました。そういうのがありますとほかに地域移行だけ

ではなくて、ほかにも解決方法があるんではないかなとちょっとうっすらと思うことが

あるんですね。あと、わかっていると思うんですが、今回のこの質問でいただいた回答

をそこら辺も含めて地域移行支援コーディネーターさんですかね、来年度から。この方

を中心に、あと関係の各課の人、学校それと各種団体の人とというふうにおっしゃられ

たんですが、その方々とこれ一番なんですが、生徒のことを忘れることなく置いてきぼ

りにならないような形に対して十分検討していただいて、大治町というか生徒たちが一

番この９割以上の生徒たちが部活動を今回の回答で「もっとやりたい」とか出ないよう

な形の方向に十分検討して進めていっていただきたいと思います。これを十分お願いし

て、私の質問を終わります。以上です。 

〇議長（林 健児君） 

 これで７番松本英隆議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時19分 休憩 

午前10時21分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

 

 ２番鈴木康友議員の一般質問を許します。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 
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○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  ２番鈴木康友です。議長のお許しをいただきましたので、通告書に基づき質問をさせ

ていただきます。 

  総代業務へのサポートをよりわかりやくということで質問をさせていただきます。 

  大治町は町行政の円滑な運営及び住民の連帯意識の醸成を図るため総代または地区総

代を置いている。総代は地域自治の自主性を重んじるとともに、地域と行政のつなぎ役、

取りまとめ役として大変重要な役割を担っています。しかし、任期が１年となっており

総代業務が多岐にわたるため、把握しきれぬうちに任期満了で交代となる場合があると

聞きます。そのため町として数多くのサービスやサポートが用意されている場合でも、

うまく活用できていない状況があるのではないかと考えております。 

  また、転入者や若い世代の自治活動を促す上でも、町からのわかりやすい資料の提示

などは大変効果があると考えられるため、一例として１年間に総代が行う業務の申請手

続やもろもろの行事などの年表、またフローチャート、よくある問い合わせなどの内容

や提供できる物品、またそういったものに関連する担当課といった情報をつなぎ合わせ

て一覧にするなどして大字総代会などに展開することで総代業務、また地域の自治活動

をより運営しやすく図っていくなどの考えはないでしょうか。 

  １回目の質問を終わります。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

  総代業務へのサポートをよりわかりやすくということで御質問いただいております。 

  大字総代に対しましては、新たな任期が４月に始まりますが、４月になりましてから

総代会を毎年開催いたしまして、役場担当各課から総代業務の内容、あるいは補助金申

請の流れ等について現在説明を行っておるところであります。また、役場の事務全般の

各課の担当課の一覧表につきましても総代会の資料として毎年お配りをしております。

今後も総代の皆さんが円滑に業務を行えるよう丁寧に説明を現在もしておりますが、丁

寧に説明をしていきたいと思っておりますし、また、個別案件でわかりにくい案件がご

ざいました折には各課それぞれのところに相談が来ておりますので、それはそのように

対応はさせていただいておるつもりであります。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 
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○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  それでは、現在総代の職務として町条例には次のようにございます。１つ、町行政及

び住民相互間における連絡調整を行うこと。２、町行政に協力援助を行うこと。３、先

ほどの１と２に掲げるもののほか、町長が特に必要と認めて委託した事務を処理するこ

とということで上げられているんですが、実際にこちら職務、総代業務の内容として少

し具体的に代表的なものを御説明いただきたいです。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務課長。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  総代業務の主な内容ということですが、主なものとしましては総務課の担当でござい

ますと回覧物を回覧板に挟んで地区に回していただくという回覧業務。防危機課の関係

でいいますと災害発生時なんですが、災害が発生したときの町からの情報伝達。あと被

害があった場合の被害の状況調査、それのお願いをしております。また企画課の関係で

すとそれぞれの地区に設置されています掲示板の管理の運営。そういったものが主な業

務となっております。また、補助金の関係もいろいろとお願いしているところはありま

すが、自治活動費の補助金だとか地区の消防施設の電灯料の補助金、消防施設整備費の

補助金、そういったものの申請のお願いをしているところであります。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  では、町長の答弁にも少しございましたが、今説明いただいた業務の内容につきまし

て総代会がまた４月に行われるということで各担当課から資料等、また御説明いただい

ていると思うんですが、一つ一つというのは難しいんですが実際にはどのような資料で

したりとか説明を行っているのか。もう少しかみ砕いて教えていただけると。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務課長。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 
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  毎年４月に行われております総代会での説明ですが、それぞれ先ほど申しました業務

等々につきまして資料それぞれ用意してございます。その中で一つずつ丁寧に説明はし

ておるんですが、特に補助金の関係はそれぞれの補助金の資料の中に年間スケジュール

の提示、掲載しておりまして、何月にまず交付の申請があって、何月には実績報告を出

していただくとかそういった形で一つ一つ丁寧に資料のほうも提供させていただいてお

ります。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  その説明でしたりとか資料、また総代会だけではなくて違うときに渡される各課から

の資料などにおきまして、改善でしたりとかこのような形で説明をしてもらいたいとか

いうような要望でしたりとか質問はございませんでしたでしょうか。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務課長。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  改善だとか要望という御質問でございますが、４月の総代会の中で説明が終わった後

に質疑応答の時間を設けております。その中でわからないことがありましたらそこのわ

からない部分については補足で説明をしておりますし、あとそれぞれの所管する担当課

の一覧もつけておりますので、もし総代会の中では疑問が湧かなかったとしても、その

後に後日改めて質問があった場合はその一覧に基づいて担当課がどこかという資料を渡

してありますので、その中でお聞きいただければという形をとっております。また、資

料につきましては毎年の開催の中でちょっとわかりにくいなというものがございました

ら、みずからそれぞれ担当が改善をして、よりわかりやすく説明できるような資料の提

供を心がけております。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  それでは、続きまして総代の任命に関しまして、こちら地域の自主性を重んじて、な

り手につきましては各字に任せていただいているかと思うんですが、字によっては副総
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代でしたりとか相談役という形でさまざまな地域によって役割などを独自性をもって運

営している場合がございます。それぞれの字の運営状況でしたりとか選出方法などを町

としては把握をしているんでしょうか。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務課長。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  それぞれの地区の選出方法等々につきましては、過去からのそれぞれの地区の慣例に

基づいて決めているということは承知はしていますが、それぞれが具体的にどのように

決めているか、そこまでは町としては把握してございません。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  こちら少し関連の形にはなるんですが、総代・子ども会・老人会・消防団など本当に

多くの団体、コミュニティーが字ごとに、単位でしたりとか学区などで存在します。同

じ地区にあるそういった団体などは相互補助の関係にあると思いますが、各団体同士の

連携、こういったものについても町として、これが連携を図っていくようにということ

で総代等にお願いしているのか。どのような立ち位置になっているのかというのをお答

えいただければと思います。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  まず、先ほど議員がおっしゃられた総代・子ども会・老人会・消防、それぞれ団体が

あります。あとは地域によっては婦人会とかあると思いますが、そういった組織という

のはやはり多世代であり、多種多様な方が役員についておられるというふうに思ってお

ります。そうした方たちが地域で一丸になって活動していただくということは、それぞ

れの皆さんが顔見知りになっていただいて地域力が上がっていくと。ひいては、例えば

災害の際にはその地域力をもって自ら命を守る、財産を守るというところにつながって

いくことを考えますと、それぞれの組織が活発に活動していくということが非常に大事

ではあると思っております。ただ、今この都市化が進む中で町民の方のいろいろな生活
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スタイルということがどんどん変わってきておりますので、そうしたことを考えるとこ

こ20年ぐらいだと思いますが都市化の、都市近郊の地域コミュニティーがだんだん薄れ

ているということは町の課題として、大きな課題として考えておるところでございます。

以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  今、都市化によるものでしたりとか、またコロナ感染症の影響により大きく地域住民

同士のコミュニケーションの機会が減少とも思っております。各字の連携でしたりとか

自治会、総代組織への参加の意欲などが本当に大きく減衰していると自分は感じていま

す。一例として子ども会、また老人会の団体数が減少していることが上げられますが、

自治会の参加人口の減少、もしくは総代の、このことについてはちょっと議題外も含ま

っているかもしれないですが、人口の減少は。総代の担い手不足について声が聞こえて

いるんですが、こちらについて町としてはどのように考えている、もしくはどのように

意見が上がっているでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  まず、総代の担い手不足につきましては、総代業務というものは先ほども答弁させて

いただきましたが、行政からお願いしておるもの、またそれとは別に地域での業務もあ

るというふうに考えております。行政からお願いする業務につきましては、なるべく簡

素化、縮減に努めてやっているところでございます。一例といたしましては、各戸配布

につきましてはポスティングに変えるということもやっておるところでございます。ま

た、自治会の参加人口の減少。これにつきましても先ほども申し上げましたが、町民の

方の生活スタイルが変わっておったり、共働きがふえてきている。また、就労の年齢も

上がってきているということも一つの原因だと考えております。そういったところ、現

状を踏まえて、今後においては行政として、コミュニティーも含めてどういったコミュ

ニティー組織にしたほうがいいのか。どういう活動に行政が支援したらいいのかという

ことは行政が主体に考えるのみではなくて、町民の皆様の意見も聞きながらよりよい組

織の構築に向けて行政も力を入れていきたいと考えております。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 
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  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 

○２番（鈴木康友君） 

  るるお答えをいただきまして、その中で地域、総代業務を地域の方が新しい役員の選

出ということで依頼をしに行く際に断られる理由の一つに上げられているものが、業務

内容がうまく説明をしきれないと。もしくは、１年間の中で膨大にありますからそれが

把握しきれていない部分もあるということの中からそれを依頼といいますか、新役員を

探されているときにお話に持ち込んだ先が、頼まれた先が業務内容の不明確さといいま

すか、そういったものからどれだけ大変なのかというものが明確にならない部分で漠然

とした不安があがってしまうということはうかがえます。総代職務の先ほどは支払いで

したりとか補助金に関しては流れがありますという形ではあるんですが、これが各課に

わたったりするんですね。そうではなくて年間を通して総代自身が課をまたいでどのよ

うなことを年間行わなくてはいけないかという形で一本化したものがあればもう少し説

明ができたりとか、業務の流れ、もしくはどの課に問い合わせたらいいのかというのが

もう少し明確になっていくかと思うんですが、こういった資料があれば頼みやすいとい

いますか、担い手の増加だったりとかこの資料自体が総代の負担を減らすことにもつな

がると考えますがいかがでしょうか。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務課長。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  次の総代さんの担い手不足という御質問でございますが、今現状としましては今の総

代さんに次の総代さんに引き継ぎをしていただくという資料としまして、３月のときに

総代業務の一覧表ということで先ほど申し上げました総務課の回覧業務、防災危機管理

課の被害の状況調査、そういったものが一覧として１枚にまとめたものをお渡ししてお

ります。その中にはその頻度、年１回何があるとか月に１回あるだとか、そういったも

のの頻度も記載した一覧表を今の総代さんにお渡ししておりまして、それを次の総代さ

んに引き継ぐときの参考の資料として一覧でこういった業務がありますよとわかるよう

にそういった資料の提供は現在もしております。以上です。 

○２番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 



 31 

○２番（鈴木康友君） 

  では、今資料等も説明しておりますし、引き継ぎの資料も３月にお渡しをいただいて

いるというふうに御説明をいただきましたが、それだけではなくて地域には本当に行政

さんにかかわるものがたくさんあるわけです。一例としてちびっこ広場を上げさせてい

ただきたいんですが、ちょっとスライドを準備をしますので暫時休憩いただけますでし

ょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時39分 休憩 

午前10時39分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

  ２番鈴木康友議員。 

〇２番（鈴木康友君） 

  はい、２番鈴木康友です。それではスライドのほうをごらんください。こちらのほう

ですね、これは柿木のちびっこ広場の道路との境目になるんですが、こちらはるちゃん

の左右を見てということで交通意識を高めるステッカーが貼ってあったものなんですが、

剥げて見えなくなっているということがありましたり、この看板、いろいろ大治町のほ

うで啓発のために立てていただいているもの。もしくはごみの分別表、また、ごみのネ

ット、こういったものが公園内をぱっと見ただけでもあるんですが、こういったものが

例えばごみのネットが破れたときでしたりとか、これは毎年起こるものではないので破

れた際に確かに各課に、産業環境課さんのほうにお願いすれば支給をいただけたりとか

するんですが、毎年発生するものではないので引き継ぎの中で行われなかったり、情報

として知らない場合があるわけですね。また、先ほどのはるちゃんのステッカー、こう

いったものについて、そもそも認識ができない、視認してわからないものについては、

どこに問い合わせていいかもわからなくなってしまうということがあったりいたします。

また、それ以外にも防災に関する非常食でしたりとか今毛布がいただけたりとかそうい

ったものもあるので、こういった数多くのサービスが町として用意をしていただいてい

るんですが、各課ごとに発行していただいている資料の中に含まれていたりすると多岐

にわたるので総代として見落とす場合があったり、また認識していない場合があります。

ですので、せっかく用意されているものが活用されていない。知られないゆえに活用さ

れないということが非常に残念だなと感じておりまして、ですので総代の目線に立って

支給されるもの一覧、例えば先ほどのごみネットでしたりとか看板については何課にで
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したりとか、実はごみの回収の際にもきちんと粗大ごみのときに分別して依頼をすると

後で職員の方が持っていってくださったり、依頼をするというようなこととかも知らな

いことによって頼めなかったり、わからなかったりというものがあるので、可能な限り

そういった物品でしたりとかサービスの一覧、そこに担当課を付随してよくある質問、

よくある問い合わせなどをまとめて次の総代さんにお渡しいただけたりとかするともう

少し困り事が減っていく。もしくは、ふだん見ているんですが認識していない改善点で

したりとか、総代業務とは違うんですよ。せっかく気づいたのであれば、これ何なんだ

ろうというふうに気づくきっかけとして、そういったものがあれば自分はよくなるので

はないかなと考えるのですが、そのあたりについていかがでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  先ほど総務課長が答弁しました中に総代会の資料の中に担当課の一覧、その中には各

担当課がどういった業務を担当しているのかといったような一覧表、連絡先も全てまと

めたものはお渡ししております。今、一例いただいたああいうネットとかそれ以外にも

いろんな地域の活動をしていただく中でいろんな資材等が必要になってくることがある

と思います。そういったことも含めましてさまざまなお問い合わせをいただくことがあ

るだろうということで、その担当課一覧というものをお渡ししておりますので、今お示

しいただいたものだけじゃなくても何か地域でお困り事があれば、役場のほうに、担当

課のほうに御連絡いただければいいかと思いますし、今までもそのようにやっていただ

いているという認識もあります。また、担当課がわからないようなケースにつきまして

は主務担当である総務課のほうに聞いていただければ何でもお答えいたしますので、わ

からないというだけじゃなくて、いつでもお気軽にお電話いただければというふうに思

っております。また、よくある問い合わせにつきましては、これはよくある問い合わせ

であれば、これは担当課としてそれぞれ総代の皆様にお知らせする必要があると思いま

すので、そういったケースについては担当課から随時資料をつけてお渡しをしていると

ころでございます。また、もう１つは地域の皆様に知っていただきたいような新しい事

業が出てくるといった場合もそういったお知らせのチラシもあわせて配布しているとこ

ろでございますのでよろしくお願いいたします。 

〇２番（鈴木康友君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ２番鈴木康友議員。 
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〇２番（鈴木康友君） 

  本当にお答えをいただきまして、担当課からもちろん課ごとでさまざまな業務を行っ

ていただいているので、各課から、もしくはそれを統括している部門から資料等が提出

されたりということはわかるんですが、総代の目線に立ちますと総代としては多対一と

いう形ではなくて、総代自身が何を行うのかというものを総代側の目線からわかりやす

い資料を今後も少し先ほどのＱアンドＡを添付する、もしくは担当の中に具体的な備品

でしたりとかこういったものというものを明示していただくなど今後また工夫をしてい

ただきたいなと感じております。特に総代の役割が地域の根幹でありますし、町からの

依頼、また地域独自の行事だったりとか神事など、その業務以外にも多岐にわたること

があるので、わからなかったりとかなかなか引き継ぎというのが行われているようで全

てが伝えきれない。もしくは任期が終わるころにようやく把握がしきれて納得ができる

というものが多いことが自分も感じます。ですが、毎年発生しないもの、先ほどの備品

でしたりとかそういったものについても情報すら失われることもあるわけなんです。そ

ういったものを少しでももう少し細かく書いていただく。もしくは視点を変えて表現し

ていただく。各課からお知らせをしましたということではなくて総代のストーリーとし

て何を１年間しなくてはいけないか、どういうものがもらえるのか、どういうサービス

が受けられるのかというものがあれば、逆に各課にちゃんと相談がかけられるというこ

とで知らないがゆえに行われないということを今後も自分も利便性を、総代さん、もし

くは住民の方の立場で資料の情報提供もしくは工夫できることを考えていきたいと思い

ますので、今後ともこういった総代業務への負担減、もしくは資料のわかりやすさとい

うものについて行政さんのほうでも御理解を広げていただけたり、視点を変えていただ

きたいと思っております。 

  以上で、２番鈴木康友、一般質問を終了させていただきます。 

○議長（林 健児君） 

 ２番鈴木康友議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時48分 休憩 

午前10時54分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

  

 ４番後藤田麻美子議員の一般質問を許します。 

◯４番（後藤田麻美子君） 
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  はい、議長。 

◯議長（林 健児君） 

  ４番後藤田議員。 

◯４番（後藤田麻美子君） 

  ４番後藤田麻美子です。議長のお許しをいただきましたので、書かないワンストップ

窓口の導入についてを質問させていただきます。 

  自治体窓口ＤＸ、デジタルトランスフォーメーション、書かないワンストップ窓口に

ついてお伺いをいたします。 

  １点目に、2021年９月１日、日本のデジタル社会実現の司令塔としてデジタル庁が発

足をしました。2022年６月「デジタル社会に向けた重点計画」が閣議決定をされました。

その内容についてお伺いをいたします。 

  ２点目に、全国の自治体において窓口ＤＸが進んでおります。全国、愛知県内の現況

についてお伺いをいたします。 

  ３点目に、ＢＰＲとは業務改革システム活用による自治体書かないワンストップ窓口

を北海道北見市が先行して進めております。デジタル庁は令和４年度デジ田交付金、デ

ジタル田園都市国家構想交付金、約70自治体が窓口ＤＸに取り組み中としております。

本町はいかがでしょうか。現況をお伺いいたします。 

  ４点目に、窓口での申請書は全て手書きで記入しており、同じ内容を何度も記入しな

ければならないというのが現実かと思います。手元にお持ちのマイナンバーカードを利

用して町民の手続の時間短縮、職員の業務効率化などとなる書かないワンストップ窓口

導入の考えについてお伺いをいたします。 

  ５点目に、誰一人取り残さないために町民への利便性の向上のために、また職員のデ

ジタル人材の確保に努めていただきたいと思います。今後はデジタル化が急速に進むこ

とによって行政の窓口申請も「書かない窓口」から「行かない窓口」への移行も進んで

いくかと思います。ＤＸ推進に当たり町長のお考えをお伺いいたします。 

  以上で１回目の質問を終わります。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

  まず、閣議決定の内容はということでありますが、閣議決定は令和３年９月に施行さ

れましたデジタル社会形成基本法に定める重要計画であり、誰一人取り残されない人に

優しいデジタル化を推進するために国が迅速かつ重点的に実施すべき施策として行政手

続のオンライン化や情報機器に不慣れな人の支援を進めるなど目指すべきデジタル社会
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のビジョンとして位置づけられているというような閣議決定というふうに聞いておりま

す。 

  次に、全国の県内の状況はということでありますが、令和４年度に国の交付金を活用

して全国においても先進的に70の自治体が窓口ＤＸに取り組んでおり、県内においても

一部の自治体で部分的な導入が進んでおるというふうに聞いております。 

  また、国の交付金の活用はということでありますが、今、国のデジタル田園都市国家

構想交付金の活用が想定されております。本町のデジタルＤＸについては既に国へ相談

をしており助言をいただいており、活用できる交付金は積極的に活用するように庁内で

も話をしておるところであります。 

  マイナンバーカードを利用した町民の手続による時間短縮、職員の業務の効率化など

となるワンストップ窓口ということでありますが、自治体ＤＸを進めていく上において

国や県などの動向を含め、全体を見渡しながら検討していく必要があると思っておりま

す。本町においても行政手続のオンライン化、高齢者向けのＩＴ機器導入支援、スマホ

講座の開催、また国への相談や他自治体の事例を参考にしながら、町民にとって最適な

施策の推進に向け検討しております。その中においてもワンストップ窓口は窓口の手続

の時間短縮、窓口移動回数の削減などメリットが上げられており、導入に至ってはメリ

ット・デメリットを含め、システムにかかる経費、窓口設置のための業務改善、人員配

置など総合的に勘案しながら検討していきたいと思っております。 

  また、デジタル化を進めるということにおいて、令和４年度において県が開催するＤ

Ｘ特別研修に職員が参加したり、知識の習得、スキルの向上に注力をしてまいりました。

引き続き全国のデジタル人材の導入の事例を参考に調査研究していきたいと思っており

ます。 

  いろいろと今質問がありましたが、簡素化を進めていく。それからデジタル化を進め

ていく。手続の簡素化。あるいは我々の窓口業務の簡素化ということに関しましては、

やはりマイナンバーカードを利用していろんな業務をやっていくというのが基本になっ

てくるんじゃないかということで、私は前々からこのマイナンバーカードを利用してど

うしたら住民の皆さんが簡単に手続ができるようになるのかと。我々の窓口業務が、あ

るいは我々の職員がどうしたらこのデジタル化を進めていって業務が改善されていくか

ということは検討するようにと前々から言っておりますが、何せやはりマイナンバーカ

ードを利用した手続方法というのは我々だけじゃできるものではありませんので、国の

動向を見ながら進めていけるものはどんどん進めていきたいと思っております。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ４番後藤田議員。 
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〇４番（後藤田麻美子君） 

  るる御答弁ありがとうございます。私はちょっとここでお聞きしたいんですが、総務

省によりますと約2000万人の高齢者がスマートフォンを使えないとしております。人生

100年時代を迎える今、デジタル社会の実現に向け、高齢者の方や障害をお持ちの方など

デジタルにふなれな方に対しましてスマホの基本操作やＳＮＳ、インターネットの使い

方、マイナンバーカードの申請、オンラインによる行政手続など教えていただける、先

ほど町長がおっしゃいましたが、デジタル推進員がみえるようでございます。その認識

についてお伺いをいたします。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  企画課長。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  今いただきましたデジタル推進員の件でございますが、本町につきましては県の事業

を活用させていただきまして、同じ世代の方が、高齢者の世代の方が同じ世代の方に教

えるといったそのような制度を活用して講座をしたりとか、あとキャリアさんの協力の

もとスマホ講座を開いたといった経緯がございます。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ４番後藤田議員。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  ありがとうございます。先ほど答弁いただきましたようにスマホに対する補助があり

ましたが、この講習会、研修会に何人の方が受けて、どういった費用対効果があったの

かをお伺いいたします。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  企画課長。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  スマホ講座の開催件数でございますが、全体的に８回開催させていただきました。ま

た、延べ91名の方が参加していただいてございます。内容としましては、基本的な電話

のかけ方、カメラの使い方、また地図の見方、そんなことを内容としては講座のほうを

開いております。数多くの方に出席をしていただいておりまして好評な感想もいただい

ております。一定の効果はあったのかなと考えてございます。 
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〇４番（後藤田麻美子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ４番後藤田議員。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  先ほど町長は交付金に対することを話していただきましたが、この交付金に対する国

の動向とおっしゃいましたが、交付金に対する構想というのはあるんでしょうか。お伺

いいたします。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  企画課長。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  交付金に対する構想でございますが、先ほど町長も答弁したとおりでございますが、

今、国のデジタル庁でしたり内閣府といったところに相談しながら、本町にとってより

よい使い方、そんなところをその構想、誰一人取り残されない人に優しいデジタル化と

いうのを推進していくために、より効果的な活用の仕方というのを検討しているところ

でございます。以上です。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ４番後藤田議員。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  町民の皆様が本当に申請に来たときに、一カ所の受付で座ったままで移動せずにそれ

ぞれ担当の職員の方が移動してきていただいて受付を行ってくださっていることには感

謝を申し上げます。デジタル庁は令和５年ごろをめどに書かない窓口ワンストップ窓口

を実現させるとしてデジタル庁が提供する窓口ＤＸをサービスする予定をされておりま

す。本町としても先ほどからいろいろ答弁ありましたが、この対応についてもう一度お

聞きいたします。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  企画課長。 

〇企画課長（水野克哉君） 

  書かない窓口の導入に向けての検討については、先ほど町長が答弁したとおりでござ
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いますが、メリット・デメリット含めて進めていきますが、現在本町においては行政手

続のオンライン化といったものを進めているところでございます。そんな中で役場の方

に来なくて手続ができるようなものを一つでも多く、今後進めていくこととしてござい

ますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  私のほうから、もう一つ申し上げます。今年度３月までに、今月末までに今システム

のほうを構築しております。例えば住民票の写し、印鑑証明、それから税の証明、こう

いったものは御自宅からインターネットを介してスマホでも結構ですが、そこで申請を

していただくと。そういった手数料がかかりますので、今までですとその手数料を役場

で窓口で払うという必要があってわざわざお越しいただかなきゃいけないというような

状況でございました。これにつきましてもオンラインで手数料の支払い、オンライン決

済、こういったものも導入して役場のほうに来なくても申請ができ、証明書が送られて

くるというようなことも今考えておるところです。先ほどデジタル田園都市構想交付金

のお話もありましたが、この交付金を活用してさらにさまざまな申請もそういった御自

宅でもできるような整備をしていきたいと思っておりますし、今、少し考えております

のは子育てアプリとかいうようなこともありますが、これは子育てだけに限らずさまざ

まな防災・教育・福祉、そういったところに活用できるような地域的なアプリというも

のも構築していきたいなと考えております。これは交付金が使えないかなということで

今検討しておるところでございます。以上です。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  後藤田議員。 

〇４番（後藤田麻美子君） 

  本町としては誰一人取り残さないために町民への利便性向上のために、このマイナン

バーカードを活用した行政の効率化により住民サービスの向上、また高齢者、字を書く

ことが苦手な方、外国人の方にとっても優しい書かない窓口になることを私は切に願っ

ております。以上で、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

◯議長（林 健児君） 

  ４番後藤田麻美子議員の一般質問を終わります。 

  暫時休憩とします。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時10分 休憩 

午前11時13分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

 

  ９番 原経夫議員の一般質問を許します。 

◯９番（ 原経夫君） 

  議長。 

◯議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

◯９番（ 原経夫君） 

  ９番 原経夫です。一般質問をさせていただきます。 

  １、ゴールデンウイークなど役場の長期休み中、新型コロナウイルス感染症について

の町民の相談に日直はもっと詳しく対応してもらえないかと題して質問いたします。 

  年末年始の役場の長期休み中、高熱を出して苦しんでおられた町民の方が役場に電話

され、どうしたらいいか対応を日直に相談されました。しかし、その方は年末年始中は

何もできず１月４日保健センターに連絡し、適切なアドバイスを受け、ようやく町内の

クリニックにかかることができました。ゴールデンウイークや３連休以上のお休み前に

保健センターの協力を受け、新型コロナウイルス感染症の相談のマニュアルなどを準備

し、対応することはできないのでしょうか。 

  ２、高齢者の補聴器購入の補助制度導入の考えはないのかと題して質問いたします。 

  高齢者の補聴器の購入において、健康保険や介護保険適用とはならないため原則とし

て自己負担になっています。聴力障害の程度が重く、社会生活に困難がある方向けとし

ては身体障害者の補装具支給制度がありますが、それ以外の方には補助制度がございま

せん。近年は主に高齢者の補聴器購入に対して助成を行う地方自治体もふえてきており

ます。本町において高齢者の補聴器購入の補助制度をつくる考えはないのでしょうか。 

  ３、小中学校の給食費無償化の考えはないのかと題して質問させていただきます。 

  日本国憲法で義務教育は無償であるとされています。また、文部科学省は地方自治体

が給食費を補助することを学校教育法は否定していないとの見解を述べています。小中

学校の給食費の無償化を時限的または恒常的に行っている地方自治体がふえてきていま

す。本町において小中学校の給食費を無償にする考えはないのでしょうか。 

  また、今年度一食当たり小学校40円、中学校は50円補助をふやしまして保護者の負担

をふやさなかった経緯がございます。来年度無償化できなくても補助額をふやして、せ
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めて保護者の負担をふやさないようにすべきであると考えますがどうでしょうか。 

  まさか今年度ふやした補助をなくし、保護者に大幅な負担増を求めることはないと思

いますがどうでしょうか。 

  これについては、ちょっと通告後以降、報告は受けました。 

  ４、不登校やヤングケアラーなどの問題で、教育と福祉の連携が必要であるが現状は

どうかと題して質問します。 

  障害がある子供の就学先の協議以外でも不登校やヤングケアラーなどの問題で教育と

福祉の連携が必要であると考えますが本町の現状はどうでしょうか。 

  この課題こそ国や県が進める重層的支援体制整備事業に当たると思います。今後どの

ように進めていくのでしょうか。 

  ５、町内の中小事業者の休業時支援補助制度導入の考えはないのかと題して質問させ

ていただきます。 

  職域保険いわゆる被用者保険には傷病手当がありますが、国民健康保険には事業主以

外が新型コロナウイルス感染症に感染したときのほかにはございません。これもなくな

る予定でございます。大口町は今年１月１日から町内事業者休業時支援補助金の支給制

度を創設しました。本町でも同様の補助金支給制度創設の考えはないのでしょうか。 

  ６、保育園などや放課後児童クラブの待機児童と保留児童の現状と４月当初の見込み

はどうかと題して質問させていただきます。 

  保留児童は保育所に入所したいのに入所できない全ての児童をいい、そのうちの一定

の条件を満たしているのが待機児童になります。特定の保育所への入所を希望していて

入所ができない場合などには待機児童にはならないとされています。保育園などや放課

後児童クラブの待機児童と保留児童の現状と来年度の４月当初の見込みはどうでしょう

か。 

                                         

                

                                         

                                        

                                        

   以上です。失礼します。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

  保健センターにおいては、長期休業となる場合は住民の方からの問い合わせに対応す
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るために臨時開設する医療機関、薬局の情報、ＰＣＲ検査、抗原検査が無料で受けられ

る場所について、役場の宿日直の担当から情報提供ができるように宿直室に資料を配置

しておるところであります。今後においても長期休業の対応として、宿日直の職員にお

いて住民の皆さんに医療機関の開設情報等が提供できるようにしてまいりますし、長期

休暇のときは今年のお正月もそうでしたし、急病診療も開設はさせていただいておりま

す。 

  高齢者の難聴については、難聴障害の身体障害者手帳が交付されている方においては、

障害者総合支援法に基づく補装具費支給制度によって、補聴器購入の助成をしておりま

す。身体障害者手帳が交付されていない方においての補助導入は現在のところ考えてお

りません。 

  小中学校の無償化については考えはございません。保護者に若干負担増を求める場合

もありますけれども、これは教育長のほうから答弁させます。 

〇教育長（平野香代子君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  教育長。 

〇教育長（平野香代子君） 

  本町において小中学校の給食費を無償にする考えはないのかという御質問でございま

すが、今のところ無償にする考えはございません。 

  次に、来年度無償化できなくても補助額をふやして保護者の負担をふやさないように

すべきであるがどうかとの御質問でございますが、２月24日に説明させていただいたと

おり、一部議員の皆様より保護者負担を抑制するよう要望書をいただいております。現

在、検討しておるところであります。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

  若干補足させていただきますと、今、国からの補助金が来ておりますのでその分を給

食費の値上げの分に充てておりますが、これも国からの補助金がなくなってまいります。

そんなことで保護者への負担が大きくなってくることが予想されておりましたが、ここ

におります議員さんの中で、鈴木 満議員、公明党さんの方、三輪議員、 山議員、松

本議員、下方議員、議長さん筆頭に何とか抑制ができないかという要望を受けましたの

で、それについてちょっと対応していこうという検討はさせていただいております。 

  ヤングケアラーの問題ですが、学校が接触困難な不登校児童について、学校から子育
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て支援課に相談が入るケースがあり、その場合は子育て支援課で対応しております。 

  また、ヤングケアラーではないかと懸念される児童には、学校や子育て支援課が家庭

訪問などを行っていることや悩み事がないか各種相談に応じております。 

  なお、重層的支援体制整備事業とは、高齢・障害・子供などの属性・世代を問わない

一体的な相談体制の構築でありますが、本町においては現状の相談体制を維持しながら

充実を図ってまいります。 

  それから、中小事業者の補助制度でありますが、本町で独自に補助することは今のと

ころ考えておりません。さまざまな補助制度が国のほうで施行されてまいりました。そ

ちらのほうで受けられた方も多々おみえになるだろうと思いますが、本町においては今

のところ考えはございません。 

  それから、保育園、認定こども園及び小規模保育事業所の令和５年度の状況は、入所

申請において特定の保育所等を希望するなどの理由により待機児童は発生していない状

況でございます。しかしながら、保留児童につきましては２月現在で４月当初は33名と

いう状況であります。また、放課後児童クラブにおいて、西部児童クラブで待機が８名

となっており、この中の３名は夏休みのみの希望という状況であります。 

                                         

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                      

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時25分 休憩 

午前11時26分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 
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〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原経夫議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ９番 原経夫でございます。まず町長の答弁の中で３番の小中学校の給食費無償化の

考えはないのかの答弁でございますが、まず保護者の負担をふやさないように努力され

ておられるということは重々答弁からも伝わってきますが、ただ、一部議員の要望でそ

の中で固有名詞まで出されてやられるのはいかがなものかと。当然一部議員の要望、事

実でございますが、議場の中で個人名までを出すというのはこれは町のトップとしてい

かがなものかと、少し議会運営委員会などを開いていただいて少しこの答弁について議

論していただきたいと思うんですが、どうでしょうか。議長。 

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時27分 休憩 

午前11時28分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  御配慮ありがとうございます。１番目から順番に質疑させていただきたいと思います。 

  まず１番目でございます。宿日直室に資料を配置して万全の体制とまでは言いません

が、言えないかもしれませんがやっていると、頑張っておられるということは理解でき

ますが、できれば長期休暇の前には特に日直の方にはそこら辺事前に少し説明などを保

健センターでしてもらうということはできないのでしょうか。やはり長期休暇、ゴール

デンウイーク、また年末年始などやっぱり聞くところがなくて困っておられる方が現実

に私は一人聞いたもので、そこら辺の考えはどうでしょうか。 

〇保健センター所長（森本健嗣君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 
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  保健センター所長。 

〇保健センター所長（森本健嗣君） 

  先ほども町長からも答弁がありましたとおり、今後とも引き続き長期休暇の対応とし

まして宿日直の職員におきまして、住民の皆様にわかりやすい医療情報等の開設情報等

を提供していくよう努めていくわけでございますが、職員に対しましてもわかりやすい

資料を作成して説明していただけるような体制に努めていきたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原経夫議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  努力されておられることはよくわかりますが、現実的にはやっぱり年末年始に電話し

て、それ以降１月４日、保健センターに直接電話したのと、やはりそこら辺安心感、町

民の方の安心感も違った。それはやはりそこら辺もうちょっと保健センターの方のノウ

ハウというか、そこら辺も日直の方にお伝えする。特に宿直って夜中にかかってくるこ

とは余りないと思うんで、特に日直の方だけでもそこら辺対応ができないのかというこ

とでございます。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部長。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  宿日直の者の対応につきましては、昨年の状況ですとこれまでもそうなんですが、グ

ループウエアといいまして全職員に対して全てのデータを張りつけて、こういう場合に

ついてはここへ電話する、こういう場合についてはこの医療機関が開いているとそうい

った情報を渡しております。しかしながら、住民の方につきましてはさまざまな質問を

受けるという場合も想定されますので、宿日直で対応ができない場合はそれぞれ担当課

のほうにつないで担当課のほうから連絡をするという対応をとっていますので、そうい

ったことも強化しながら進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いします。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 
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  ということは、町民の方から相談がある。それなりに的確には答えられると思うんで

すが、もう少し直接保健センターなどの担当の職員に聞いたほうがいい場合は聞いた上

でもう一回電話をかけてもらうなり、その方にもう一回電話をするなり、そういうよう

な対応をしていくということなんでしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時32分 休憩 

午前11時32分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  とにかく今までもできる限りしている。これからもしていくということでございます

ので１番についてはそれだけにしておきます。 

  ２番目でございますが、当然障害者になられた方に関しては補助制度があると。それ

は日本全国どこでもそうでございます。しかし、いろいろ町民の方のお話をお聞きする

とやっぱり難聴になって聞き取りにくくなると。そうすると出不精、出不精という言い

方よくないかもしれませんが家にこもりやすくなる。ちょっと外に出にくくなるという

声も聞いております。他の市町村でやっぱりそういう補聴器購入補助の制度を導入して

いるところもございます。そこら辺大治町、認知症予防ということでその一環としてや

っぱり考えていくということはないのでしょうか。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部次長兼民生課長。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  ただいま議員から高齢者難聴につきましては身体障害者手帳が交付されていない方に

補助制度はないのかとの御質問でございますが、現在、身体障害者手帳が交付されてい

ない方に対する補助制度を導入している自治体があるということは認識はしております

が、まだ数が自治体の数も少なく補助条件もさまざまでございますので、今後県や国に
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おいてどのような方を対象にするかということが十分に議論されてから検討いたしたい

と考えておりますので、今のところ導入の考えはございません。以上です。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ということは町単独で今のところ考えていないけれども、国や県が一つ補助事業とし

て考えたときは町としても参加していく考えがあるということなんでしょうか。 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  先ほどの答弁の中で国や県の動向を踏まえて考えていくということですから、当然今

のところ町単独は考えていないけれども、国や県が補助制度を導入したときは町として

も考えていくという趣旨だと思ったんですが、それで間違いないんでしょうか。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部次長兼民生課長。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  繰り返しの答弁になりますが、今のところ補助制度の導入の考えはございません。以

上でございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  国や県の話を今されませんでした、答弁の中で。だから、今のところ国や県はどうな

っているのかわかりませんが、国や県がつくったら町も動向を踏まえるわけだから参加

していくよう考えていくという考えだというふうに思えるんですが、ちょっとそこら辺

どうですか。 

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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午前11時35分 休憩 

午前11時38分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部次長兼民生課長。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  大変失礼しました。国や県が実施したといたしましても町単独としては今のところ導

入の考えはございません。以上です。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  町単独ではないと。国や県が導入したときはそれについての答弁はないということで

すね。国や県がそういう制度を導入したときは、町として当然やっていただきたいとい

うことをお伝えして３番目の質問に移ります。 

  ４月に臨時会を開いて補正予算で対応していくという考えは伺っております。ただ、

もし給食費を上げる場合は連絡を保護者にしなきゃいけないんですが、そこら辺のスケ

ジュール、私は上げてほしくないんですが、そこら辺は検討とともにスケジュール的に

はどうなっているんでしょうか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  今後の保護者への連絡等のスケジュールについてということで御質問いただきました

が、先日要望書のほうをいただきましてただいま検討しているところでございますので、

そこも含めて今後検討してまいりたいと考えております。以上です。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 
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  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  わかりました。保護者負担をふやさないように一部議員から要望があったということ

でございますが、私からもお願いをしたいと思います。 

  ４番目です。不登校やヤングケアラーの問題で子育て支援課とともに対応していると

いう答弁をいただきましたが、具体的に何件ぐらいあるんでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  ここ最近でいきますと２件ほど対応したケースがございました。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  不登校の中なのかヤングケアラーの中なのか、ちょっとわかりませんが、どちらにし

ても全体的に今年度小中学校の不登校の生徒数、大体でいいんですがどれぐらいなんで

しょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時41分 休憩 

午前11時41分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  学校教育課長。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  ２月時点の数字なんですが、おおよそ100人ぐらいと。小中合わせておおよそ100人ぐ

らいとなっています。以上です。 
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〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  小中合わせておおよそ100件の中で子育て支援課につないだ件数は、ちょっとヤングケ

アラーと区別されなかったのでわかりませんが、最大限で２件、100分の２、２％ですね。

多いか少ないかということはあるんですが、やはり先進的にやられているところを見ま

すともう少し数が多いですね。ですから、本来そういうもう少し福祉につないだのがい

いのではないかという事例もあると私は思っているんですが、結局、教育委員会から子

育て支援課に２件しか紹介が行かなかったんですか。もともとあったけれど、数として

あったけれどかかわったのが２件なんでしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、不登校とヤングケアラーとはちょっと違いますよね。 

〇９番（ 原経夫君） 

  いや、だから不登校の中で福祉に、子育て支援課にかかわった件が２件かどうかわか

らないんだけれど、区別されんかったんで。不登校かヤングケアラーか。いや、不登校

やヤングケアラーで子育て支援課がかかわったと僕は聞いたんですよ。ちょっとそこら

辺。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  先ほど２件と申し上げましたのは、最初からヤングケアラーということで相談に入っ

たわけではなくて、ほかの案件から相談に入ったケースでヤングケアラーが疑われてた

というケースでございます。この２件かと申し上げますと、今回直接直近でかかわった、

直接子育て支援課で対応したのが２件ということであって、そのほかにも学校教育課と

情報を共有してかかわっているケースがほかはございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  わかりました。数的にわかりました。ちょっと違う質問に変えていきたいと思います。
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子ども・若者相談ですね。本年度何件かかかわっていると思うんですが、特に子ども・

若者相談なんかですね、福祉にかかわる部分が多いと思うんですがどうでしょう。子ど

も・若者相談、教育と福祉。子ども・若者相談も教育委員会で教育です。学校教育では

ないかもしれませんが教育ですのでそこら辺どうでしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、どうでしょうかというのはどういうことですか。 

〇９番（ 原経夫君） 

  だから、何件ぐらいあったんでしょうか。「等」のということで「等」で入れています。 

        ［｢担当違う｣の声あり］ 

〇９番（ 原経夫君） 

  担当違っても教育委員会の関係でしょう。教育長にちゃんと答弁を求めるものになっ

ているし。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、休憩中ではありません。 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時45分 休憩 

午前11時47分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと重層的支援体制整備事業、これちょっと余り町の対応がわかりにくいのでも

う少し詳しく説明してもらえないでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  先ほどの町長の答弁の繰り返しにはなりますが、重層的支援体制整備事業とは高齢・

障害・子供などの属性・世代を問わない一体的な相談体制の構築でありますので、今回



 51 

のケースは該当してこないと考えております。本町においては現状の相談体制を維持し

ながら充実を図ってまいりたいと考えております。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと今の高齢・障害など本当に一体的な相談、それだけが重層的支援体制整備事

業なのかどうか。今まで一部の教育だけとかそういう一部の相談だけじゃなくて、幾つ

かまとまって相談を受けるのも私は入るんじゃないかなと。じゃないとそんな全部一体

的に相談を受けて、そんな一人が受けれることはないと思うし、何人か相談員を一体で

集めなきゃいかんのも大変だと思うので、そこら辺ちょっと重層的支援体制整備事業、

国の考えと町の考えが少し食い違っているんじゃないのかなと。国はやってくれといっ

てどんどん言っています。町としてそういう幅広くはできない。だから、今のところ今

の相談体制でいいんだというような答弁のように聞こえるんですが、そこはどうでしょ

うか。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部長。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  国では重層的支援体制という位置づけが示されております。それは現行の制度の中で

先ほど申しましたように障害、それから高齢者、子供、生活困窮、こういった相談体制

を一つの窓口に集めて重層的に一体的に支援をするということで国のほうは交付金を制

度として掲げております。しかしながら、大治町としては一つの総合窓口で全ての方の

相談に対応することは非常に難しいと。したがいまして、今回のヤングケアラーと不登

校については関係機関、当然その時点で必要となる課を集めまして、そこで連携を取り

ながら相談支援にのっていると。これはこれまで議場でも何回も説明しておりますが、

全てのかたちにおいて今のところはそういう体制で進めていくということです。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  高齢者・障害者・子供・生活困窮者など国が示している分野でございますが、例えば
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生活困窮者になりますと主な部分は大治町ではなくて愛知県、海部福祉相談センターが

担う部分が多くなる。そうすると総合窓口つくっていくとすると県とも連携していかな

きゃ、同じところでやっていかなきゃいけない。先進的なところを見ていますと市だけ

ではなくて社協さんも入っているようなところもございますのでできないことはないと

思うんですが、非常に町にとってハードルの高い制度かなと今の福祉部長の。本当にそ

こまで国は基準を高く考えているんでしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、国の考えはちょっとここでは。 

〇９番（ 原経夫君） 

  はい、わかりました。 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  もう少し連携できるところをとってですね、町として事業を進めることが僕は必要じ

ゃないかなと思って言っているわけで、国の制度、もともと縦割りでやっているのを縦

割りじゃないようにやっていこうと、柔軟にやろうという国の趣旨で、逆に町の今の考

えだと全部やらなかきゃいけないからできないというのはちょっと僕は違うと思うわけ

ですが、そこら辺ちょっと見解の相違があるんですが、それはまた次回以降の一般質問

でやっていきたいと思います。 

  ５番目ですが、現在、町の制度としては国保のコロナ関係で事業所以外では傷病手当、

これも国の方針でなくなる予定です。国や県なんかではさまざまな制度がまだ残ってい

ると思いますが、大治町としてこういうさまざまな理由で、コロナやさまざまな理由で

休業した場合、補助制度というか支援する制度、何か町としてはあるんでしょうか。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  産業環境課長。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  先ほど町長の答弁にもございましたが、今のところ町としては考えてございません。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 
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  今のところ考えていないということは今のところないし、これからも今のところ考え

ていくことはないと。今のところの制度も当然ないし、これからも今のところないとい

うことなんですね。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、今もさっきそれ答えたので。 

〇９番（ 原経夫君） 

  わかりました。 

〇議長（林 健児君） 

  はい。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  やはり中小事業者、このコロナの中で非常に困っておられる方も多いと聞いておりま

す。ですから、こういう制度、他の市町村でも出てきていると。そこら辺は他の市町村

がやられるのをいろいろ検討されて、やるやらないは別として。やはりそういう他の市

町村の動向も考えていただきたいんですが、その点はどうでしょうか。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  産業環境課長。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  当然、社会情勢また他市町村の動向を踏まえながら研究して、制度については事業者

に対して必要なものかどうか十分検討して行っていきたいと考えております。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  引き続きそういう動向を見て少し考えていただきたいと思います。 

  ６番目の質問に移ります。最初の町長の答弁の中で西部の放課後児童クラブ、待機児

童があるということでそこら辺ちょっと対策というか、そこら辺は考えておられるので

しょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 
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  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  令和５年の１月31日に指定管理者である社会福祉協議会から定員を超える申し込みが

あったことの報告を受けました。その時点で対応策を検討しておりますが、夏休みのみ

の利用希望者については他の児童クラブを利用していただくことも可能であります。ま

た、通年利用を希望している方については、コミュニティセンターなどで子供の居場所

事業として対応できないか調整しているところでございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  以前、放課後児童クラブ１カ所、定員を超える申し込みがあったとき、八ツ屋のコミ

ュニティセンターでちょっと放課後児童クラブだったと記憶しているんですが、そうい

うのをやったことがあると思うんですが、そういう形ではなくてまた別の形なんでしょ

うか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  そのとおりでございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと放課後児童クラブと一時何とか、ちょっと言葉聞き取れなかったんですが、

その違いというかそこはどうなっているんでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 
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〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  児童クラブですと専門的な知識のある方、また補助員が必要になってきます。先ほど

申し上げた子供の居場所事業といいますのは、子供の確認はさせていただきますが専門

的職員がつくというものではないので御了承ください。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと子供居場所事業、規定というかちょっと私今突然聞いたのでわからないんで

すが、放課後児童クラブなんかだとやはりそういう入所する条件ですとか利用料ですと

かそういうのが決まっているんですが、子供居場所事業としてはもともとある事業なの

か、新しくやられる事業なのか。もし新しくやられる事業ならそういう規定つくってい

かなきゃいけないと思うんですが、そこはどうでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  大治町としては新しく試みようとしている事業でございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  それは規定でやられるのか、規則でやられるのか、条例でやられるのか。条例でやる

としたら当然議会で審議をしなきゃいけないんですがどうでしょうか。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部長。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  先ほどの答弁と少しかぶるかもしれませんが、児童クラブにつきましてはまず職員、

こちらが保育士あるいは教諭、そういった一定の資格を持った方を配置して児童の健全

な事業として進めているというところでございます。それから今回提案しました子供の
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居場所事業というのは、いろんな名前の使われ方あるかもしれませんが、このお話を社

会福祉協議会からいただいて、すぐに児童クラブとしては運営する職員の配置などが難

しいということも踏まえまして、役場の職員なりで雇用する会計年度職員、こういった

方で見守りの居場所を確保するとそんなような意味で子供の居場所事業として実施でき

ないかということで今検討しているところであります。したがって、児童クラブよりか

は少し違った形態で見守りのみ行うということになってこようかと思います。この場合

については決定はしていませんが、交付要綱などで多分定めて料金ですとか預かりの内

容、時間、こういったところで考えていく必要があるんだろうなと。なおかつ、この事

業を実際受けられるのは子供さんと保護者でございますので、我々どもが提案した事業

がやはりそれでは子供を預かっていただくことはできないということになるかもわかり

ませんが、その辺はお話をしながら進めてまいりたいと思っております。以上です。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  今、子供居場所事業、非常に新しい試みで初めてお聞きしましたが、非常にいいこと

だと思うのですが、やはり保護者の方にとって違いがわかりにくいですから、そこら辺

保護者の方に理解してもらうようにそれは十分にやられると思いますが、そこはお願い

したいし、また議会のほうにもそこは説明をいただきたいと思います。 

  では別のところで６番ですが、答弁お願いします。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部長。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  一つ説明がもれました。今回の子供の居場所確保事業につきましては、児童クラブに

申し込まれましたけれど待機児童が発生した場合の暫定措置として対応してまいります

ので、例えば全ての子供さんの居場所を確保するということでございませんので御理解

のほうをよろしくお願いします。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 
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  流れとしましては放課後児童クラブが優先でそこに申し込まれると。ただ、定員を超

えた場合、その方に関しては子供居場所確保事業、こういう事業がありますのでどうで

しょうかと保護者の方に御説明して納得されれば入られるということで、了解わかりま

した。ありがとうございます。 

  では、保留児童の関係で保育所で保留児童。そこら辺来年度４月どれぐらい保留児童、

待機児童出る予定なのか。まだ申し込みがなければ決まらなければわからないのか。大

体そこら辺おおまかな数字は考えられているのか。どうでしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、それさっき答弁していますけれど。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと、もう一回済みません。ちょっと聞き漏らしたもんでごめんなさい、済みま

せん。ちょっと集中させてください。 

〇議長（林 健児君） 

  それではもう一度ということで、子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  来年度におきましては、入所申し込み申請において特定の保育所等を希望するなどの

理由により待機児童が発生していないのが現状ですが、保留児童につきましては２月現

在で４月当初33名という状況でございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  済みません、メモがありました。33名ということで、ただ待機児童ではないから保留

児童だからそこら辺は町としてその園の定員があくまで待っているのか、そこら辺の対

応、保留児童への対応はどうなっているのでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  保留児童につきましては、あいているところがあるところは御案内をしているところ

でございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 
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〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっと特定の園の名前になるので言えなければなんですが、保留児童が発生してい

る園なりこども園などの名称は出していただいて何園とかお答えしていただくことは可

能でしょうか。 

〇議長（林 健児君） 

  それはできません。 

〇９番（ 原経夫君） 

  はい、わかりました。 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ちょっとどこが保留児童が出ているかわかりませんが、それぞれ園は頑張っておられ

るし、また、新しく建てかえる園もございます、予定も聞いておりますので、町として

頑張っておられるということで７番目の質問に入りたいと思います。 

                                         

                                     

        ［｢大治町に｣の声あり］ 

〇９番（ 原経夫君） 

                                         

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

              

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 
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〇議長（林 健児君） 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時06分 休憩 

午後０時19分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

                                         

                                        

                                        

                                        

                                        

       

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  原議員、質問です。 

〇９番（ 原経夫君） 

                                         

                                    ７番に 

ついては削除でよろしくお願いいたします。 

〇議長（林 健児君） 

  発言取り消しということでよろしいですか。 

〇９番（ 原経夫君） 

  はい。 
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〇議長（林 健児君） 

  発言取り消しに賛成の方の起立をお願いします。 

        ［起立 全員］ 

〇議長（林 健児君） 

  起立全員です。それでは発言取り消しを決定することにいたしました。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  一応７番まで終わりましたので、これをもちまして一般質問を終わらせていただきま

す。以上です。 

○議長（林 健児君） 

  ９番 原経夫議員の一般質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時22分 休憩 

午後０時26分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（林 健児君） 

  休憩前に引き続き会議を進めます。 

 

  ３番手嶋いずみ議員の一般質問を許します。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋いずみ議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ３番手嶋いずみです。議長のお許しをいただきましたので通告書に沿って一般質問さ

せていただきます。 

  子育て支援について質問させていただきます。核家族化が進み、地域のつながりも希

薄となる中で孤立感や不安感を抱く妊婦、子育て家庭も少なくありません。全ての妊婦、

子育て家庭が安心して出産、子育てができる環境整備が喫緊の課題です。国は妊娠期か

ら出産、子育てまで一貫して身近で相談に応じ、さまざまなニーズに即した必要な支援

につなぐ伴走型相談支援の充実を図るように促しています。本町においても妊娠期から
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切れ目のない支援やサポートをしていただいております。 

  本町の現在の取り組みを具体的に伺います。 

  ２番目としまして、今後既存の伴走型相談支援を生かし、どのような支援策につなげ

充実される考えか伺います。 

  ３番目、現在一時保育事業がありますが、１歳からの利用となっております。ゼロ歳

児も対象とする考えはないか伺います。 

  ４番目、子育てアプリの導入、またプッシュ型の情報発信や相談支援を行う考えはな

いか伺います。 

  ５番目、イベント情報等の情報発信にインスタグラムを活用する考えはないか伺いま

す。以上、１回目の質問を終わります。 

〇町長（村上昌生君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  町長。 

〇町長（村上昌生君） 

  子育て支援について、５点ほど質問をいただいております。 

  最初に、妊娠期から切れ目のない支援やサポートについて、本町の現在の取り組みを

具体的にということでありますが、妊娠期においては妊婦健康診査、歯科健康診査など

がありまして「はぐみんカード」にも妊娠中から利用することができます。出産期にお

いては産後ケア事業、子育て短期支援事業、ショートステイですね、というものが利用

できます。また、出産後の母の支援についても行っております。また、育児疲れの場合

には一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業、病児・病後児保育事業な

どの子供の預かりに関するサービスも行っております。これらの取り組みは子育てガイ

ドブックに掲載しており、母子手帳交付時に配布をさせていただいております。 

  また２点目、今後既存の伴走型相談支援を生かし、どのような支援策につなげ充実さ

れるのかということでありますが、伴走型相談支援として母子手帳交付時の出産後の「赤

ちゃん訪問」に加え、新たに妊娠８カ月での面談を実施してまいります。また、現在は

保健センターのみで訪問をしている「赤ちゃん訪問」に家庭の状況に応じて子育て支援

課の子ども家庭支援員等が同行し、各機関双方で情報を共有し合い継続的な支援が実施

できるように取り組んでいきたいと考えております。 

  次に３点目に、現在一時保育事業所があり、１歳からの利用となっていますがゼロ歳

はどうかという御質問をいただいておりますが、現在大治東保育園と大治幼稚園にて一

時保育事業を実施しておりますが、職員配置や受け入れ児童の安全等を考慮しますとゼ

ロ歳児の受け入れはなかなか難しいと考えております。 

  また子育てアプリの導入、プッシュ型の情報発信、相談支援の考えはということであ
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りますが、子育てアプリの導入によってプッシュ型の情報発信も可能となるため、これ

も検討していきたいと思いますが、子育てに限ったものだけじゃなくて全般的にアプリ

をちょっと導入したらどうだということも今検討しておる最中でありますので、子育て

に特化してというようなことではないかもわかりませんが、ちょっとこれは今後の検討

材料と見させていただきたいと思っております。 

  最後に、現在メール配信や広報、ホームページでイベント情報の告知をしております。

今後はインスタグラムの活用もこれも検討していきたいとそんなふうに考えております。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  いろいろもろもろ答弁ありがとうございます。先ほど既存の取り組みを紹介していた

だきました。すばらしく切れ目のない支援をしていただいているなということを思いま

して、その中で新たな取り組みとしまして８カ月の面談とアンケートを追加していただ

けるということですが、面談に来れない方がいらした場合、オンラインでの面談はどう

される、可能でしょうか。 

〇保健センター所長（森本健嗣君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  保健センター所長。 

〇保健センター所長（森本健嗣君） 

  新たに始まります妊娠８カ月面談についてでございますが、基本としましては面談と

いうことで直接をお会いすることを基本としております。保健センターにお越しいただ

くか、もしくは家庭訪問での面談ということを基本としておりますので今のところオン

ラインによる面談は検討しておりません。以上です。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  国の要綱の中にはオンライン面談ということも含まれておりますので、今後もし、も

しも本当に出かけられない方には臨機応変に対応していただきたいということを望みま

す。また、先ほどありました子育てアプリではないですが、どうなるかわからないけれ

どもそういうアプリができればオンラインも可能になるかと思いますので、引き続き検
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討のほうをお願いいたします。 

  まず、誰も頼る人がいない母親に対しては子育ての不安を一人で抱え込む、孤独の孤

と書いて「孤育て」や約１割の母親が発症するとされる産後うつを予防するために先ほ

ど町長から答弁ございました産後ケア事業もありますが、産後ケアなんですがなかなか

ヘルパーさんを家庭に呼んでというのが、人を家の中に入れたくないという状況が多い

そうでして利用状況が少ないと聞いております。もう少し利用しやすく第２のお母さん

のようなヘルパーさんを派遣できるメニューがあったら心強く子育ての不安も解消でき

るのではないかと私自身思いまして、シニアなど幅広い人材を活用すれば希薄となった

地域のつながりを取り戻すきっかけになっていくのではないかと思います。日々懸命に

子育てに当たっている親たちのためにできることは何かを常に問いかけ、みんなで子育

てを応援する社会の実現に向けて、我が町も一歩リードした取り組みをまた考えていた

だきたいと思います。 

  次に、２番と３番の一時保育について質問させていただきます。現在の一時保育の利

用状況と受け入れ枠を教えてください。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  一時預かり保育の利用状況と受け入れですが、利用に当たっては利用前に面談を受け

る必要がございます。利用月の前月１日に申し込みが開始となります。利用月によって

は申し込み開始初日にいっぱいになる月もあり、利用したいときに利用できないことも

ございます。その場合は子育て短期支援事業やファミリー・サポート・センター事業の

御利用も御検討いただければと考えております。 

  また、受け入れ可能人数は各園ともおおむね５名程度でございますが、利用児童の状

況、年齢などにより変動するものでございます。以上です。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  わかりました。そうですね、私のところにも一時保育を利用しようと思いましたが、

予約がいっぱいで利用することができなかったというお話も聞いております。今の話、

５名程度、前後する場合もあるということで受け入れ枠が少ないように思いますが、ふ

やす考えはございますでしょうか。 
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〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  来年度から令和５年度６年度で第３期大治町子ども・子育て支援事業計画を策定する

予定をしております。その中で検討していきたいと考えておりますのでよろしくお願い

いたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、わかりました。どうかよろしくお願いします。まず、受け入れ枠をふやせば保

育士が足りなくなると思いますが、どのように確保されていかれるのでしょうか。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  本町におきましては、全ての保育所等が民間運営のため保育士の採用も各園が対応し

ているところでございます。保育士資格を持ちながら保育現場で働いていない潜在保育

士を町内の保育所などへ就職を支援する保育所等就職支援相談を町が実施しております

ので、そちらを進めていきたいと考えております。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  はい、議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ３番手嶋議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  今、全国的にも保育士の人材が不足していると聞いております。子育て支援員を活用

しながら労働環境の整備を含めよろしくお願いしたいと思います。 

  では、画像のほうをお願いしたいと思います。 

  こちらのほうがまずゼロ歳児、今先ほど町長からございました。ちょっとまだ受け入

れ体制が大変整っていないのでゼロ歳児の受け入れはしばらく考えますということだっ

たので必要性を少しお話しさせていただきます。こちらのほうが約ゼロ歳児で預けてい
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ない人が84％自宅で見ている状況になります。こちらのほうがまだ小さいときは家で見

ている家庭の場合のアンケートなんですが、身体的・時間的・精神的負担が大きいとい

うことで、まず子育てによる体の疲れが大きい、自分の自由な時間がもてないというこ

とでこれが６カ月時点のアンケートになります。そして、虐待死の一番気になるところ

ですが虐待死の年齢別割合を見ますとゼロ歳児が一番多いんですね。なので、このゼロ

歳児を預けてリフレッシュするということがとても大事じゃないかなと思うんですが、

こちらのほうが上のほうにあります子育て家庭の孤立としまして、現在７割以上の母親

は自身が育っていない町で子育てをしているということですね。６割の母親は子供を預

かってくれる人はいないと回答しております。一時保育を利用することで自分の時間を

持ち、適度にストレスを発散することでより豊かな心で子供と接することができます。

名古屋市のほうでは名前をリフレッシュ預かり保育事業として一時保育以外にも設置さ

れております。私自身も双子ということもあり、７カ月のころ過労と栄養失調で緊急搬

送された経験もあります。誰もが育児放棄になる危険が潜んでいるのではないでしょう

か。なので、ゼロ歳児の一時保育、一時預かりはとても大切なことと思いますので、で

きるだけ早く実施していただけることを切に願います。 

  続きまして、子育てアプリの導入の検討をしていただけるというか、子育てアプリの

導入の検討を先ほども子育てアプリとかだけではないですが、いろんなことを含めてで

きるようにしていただけるということでありがとうございます。私、令和元年６月に一

般質問させていただきました。４年前よりもさらに使い勝手もよく進化してきていると

思いますので、皆さんが利用しやすい最適なアプリの導入を期待しておりますのでどう

かよろしくお願いいたします。また、一時保育の先ほどの１日に申し込みでいっぱいに

なってしまうという感じのお話もありましたので、一時保育の空き状況なども確認でき

るといいかと思いますのでどうかよろしくお願いいたします。 

  続きまして、もう一度画像のほうをお願いします。こちらインスタグラムのことです。

５番目のインスタグラム、やっていただけるということでありがとうございます。今の

若いママたちはこうした、これは親子ふれあいのインスタグラムですが、あまっ子はる

っ子ふぁみさぽセンターのインスタグラムでございます。先ほどのこちらをクリックす

れば、こちらの大きく出てコメントが出てきてこの様子をお話ししているということに

なります。また、こちらのほうのハッシュタグがございますけれども、今の若い人たち

はこのハッシュタグを利用して自分の興味深い情報を入手されるということになります。

なので、我が町も子育て世代交流の場として子育てほっとサロン、なかよし広場、絵本

の読み聞かせ、ぷちぷちカノン、みんなでカノン、ゼロ歳児専用ルームちびはるルーム

など子育てを楽しくするとてもすばらしいイベントをしてくださっております。残念な

ことにこちらに参加したことのない方もたくさんおります。子育て支援センターでは日々

子育て世代の皆さんが親子ともに元気に明るく楽しんでもらいたいとの思いで企画・運



 66 

営に頑張っていらっしゃいます。ですから、こういったものをしていただけたらどれだ

け皆さんが参加して喜んでくださるんじゃないかなということを思います。また、参加

された感想を入手でき、次回の改善につながると思いますのでどうかよろしくお願いし

ます。 

  もう１つ子育て支援センターだけではなく、スポーツセンターにおいても子供たちに

すばらしいスポーツ指導講座やイベントがございます。今後、町の魅力を広く皆さんに

知っていただけるようインスタグラムの有効活用をよろしくお願いいたします。 

  以上で私の一般質問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（林 健児君） 

  ３番手嶋いずみ議員の一般質問を終わります。 

  これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時45分 散会 

 


